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ひびわれの上に注入器具を取り付ける際、その接着をよくするために、ワイヤーブラシ及び

サンダーなどを用いて、ひび割れに沿って幅５０㎜程度ケレンする。

既存仕上げ材がある場合は除去することが原則であるが、既存仕上げ材が健全であれば、

仕上げ材を除去せずに下地処理を行い注入器具の取り付けを行ってよい。










